
企業力強化実践セミナー

2011 in大阪
ご招待 参加無料／事前登録制

日 時： 2011年2月7日（月）～8日（火）

10:00～17:30

会 場： Document Core OSAKA 

（富士ゼロックス大阪ショウルーム）

主 催： 富士ゼロックス株式会社

富士ゼロックス大阪株式会社

拝啓 貴社ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

2010年はリーマンショックからの復活を図りつつも、一方で急激な円高による外圧等で日本経済を取り巻く環境は厳

しい1年でありました。

2011年を迎えるにあたり、お客様におかれましては更なる経営の『質』と『価値』を高めることで、この難局を乗り

越えて盤石な経営体質を構築していかれることと存じます。そのためには、企業経営に直結するKGI（Key Goal 

Indicator)を指標とする課題解決の推進が必須ではないかと弊社では考えております。

今回その課題解決の一手法である『富士ゼロックスの考えるBPM』のご紹介、そして具体的な実践イメージのご紹介

の場をご用意いたしました。

年初のお忙しい時期とは存じますが、万障お繰り合わせの上ご参加いただきますようお願い申し上げます。

敬具

～KGIへ直結する課題解決で、経営の『質』と『価値』を高める～

2月7日（月）・2月８日（火）共通

デモブース ＜１F・2F＞ 10:00～17:30

ＩＴ資産管理システム

『ManagementCore 』

住友電工システムソリューション㈱が提供するＩＴ資産管理システム

【ManagementCore】は、「ソフトウェアライセンス管理」はもちろんのこ

と「ＰＣ操作ログ」など豊富な機能で情報漏洩対策に大きく貢献致します。ま

たＵＳＢメモリを利用されているお客様にはＵＳＢメモリの「利用制御、デー

タ持出申告、利用状況把握」の機能 により運用管理が可能です。大規模環境

の実績豊富な当社製品をご覧下さい。

＜協賛＞住友電工システムソリューション株式会社様

サーバー・ベースド・コンピューティング環境出力

『 ThinPrint .print 』

仮想化環境における印刷問題として、■印刷データが大きくなる事で⇒ 印刷が

遅い。 ■印刷データがネットワークの帯域を圧迫する事で⇒ 他のアプリケー

ションに影響を与える。■アクセスサーバ全てにドライバをインストールしな

ければならない⇒ ドライバ管理が複雑になると言うことがシステム構築後に判

明する事が言われます。ThinPrint .printはサーバーベースコンピューティング

で起こる印刷の諸問題を解決するソリューションです。

Systemwalker Desktopシリーズと富士ゼロックス/デバイスの連携
Systemwalker Desktopシリーズによる環境負荷低減を支援する機能と、

ApeosWare Management Suiteを連携し、環境負荷（CO2排出量）の「見

える化」を実現しました。オフィス内のサーバーPC、クライアントPCに加え、

富士ゼロックスの複合機・プリンターの消費電力量や紙の使用枚数=CO2排出

量を一元的にモニタリングできるソリューションを、実証実験の結果を交えて

紹介します。

＜協賛＞富士通株式会社様

仮想化時代を支えるIT基盤ソリューション

『無線LAN、ストレージ、WAN高速化』

サーバー統合や仮想化が進む中、利用者が快適しかも安全に業務を行えるIT基

盤環境へのニーズが高まっています。今回は快適の点でWANの高速化。安全・

快適の点で無線LAN（Aruba）とiPadによる新しい仕事環境。安全の点で

バックアップストレージ（NetApp）。以上を仮想化サーバーと併せてご紹介

します。

ＩＣカードソリューション

TCO削減を実現するための手段として、ICカードの活用により、コピーやプリ

ントの利用枚数を各個人がリアルタイムに把握することは、とても効果的です。

こちらのコーナーでは、プロジェクト単位での利用枚数など、お客様の状況に

合わせたTCO削減の方法をご紹介いたします。

フィジカルセキュリティ

一枚のICカードによる入退室管理、PCログイン、プリンターや複合機の認証印

刷、ファイルキャビネットの開閉、監視カメラなどを統合的に連動したセキュ

リティオフィスを体験していただけます。

＜協賛＞株式会社イトーキ様

富士フイルムイメージテック株式会社様

株式会社DTS様

タツタ電線株式会社様

株式会社ドッドウエルビー・エムエス様

セキュリティ

電子文書をモバイル端末で高速・高精細・最適表示する画像変換技術

『 GT-Document 』
GT-Documentは、富士フイルム独自の画像処理技術を応用し、Microsoft 

Office、DocuWorks、PDFなど各種フォーマットのドキュメントをJPEG画

像に変換して、各種モバイル端末に高速＆高精細で表示する技術です。

＜協賛＞富士フイルム株式会社様

ビデオ会議システム専用機による遠隔会議の質の向上

『ソニーHDビデオ会議システム』

HDによる高解像度と高音質化技術を搭載し、高い臨場感と遠隔地間でもその場

に居合わせるようなコミュニケーションを実現するビデオ会議システムをご紹

介します。

＜協賛＞ソニーマーケティング株式会社様

スマートフォン向け印刷ソリューション

『Cortard 』

スマートフォンから社内ネットワーク上のファイルを閲覧・編集・保存し、そ

のファイルをスマートフォン上で社内のプリンタやモバイルプリンタなどに印

刷、ファックス送信することが出来るソリューションです。

＜協賛＞オムロン ソフトウェア株式会社様

IT基盤ゾーン

広幅複合機DocuWide9090シリーズ

多彩なスキャニング方法や編集機能が行える富士ゼロックスの広幅複合機の中

でハイエンドモデルとなる9090シリーズをご紹介します。

帳票基盤と文書管理システム連携による

基幹業務効率化ソリューション
業務毎に様々なシステムが導入される環境においては、帳票設計～出力の流れ

は共通基盤を構築することがコストと開発工数の削減につながります。また、

基幹システムからの取引文書を管理する仕組みとの連動が更なる効率化に繋が

ります。こちらでは基幹帳票をトータルに効率化するソリューションをご紹介

します。

成果物マトリクス

製造業においては、上流の設計情報によるコンカレントな業務改革の対応が必

要となってきています。現場での生産活動では、製品検査を行うとその検査結

果が、部品を受け入れるとその検査結果のドキュメント（成果物）がアウト

プットされてきます。これらの各プロセスでアウトプットされる、品質ドキュ

メントをプロセスに関連付けて管理する仕組みについて構築事例をご紹介しま

す。

不具合対応ソリューション

生産関連情報（ヒト・モノ情報）のリアルタイム可視化により不具合発生から

対策までの「診える化」を図るソリューションです。富士ゼロックスならでは

の「ドキュメント＆コミュニケーション」の可視化による課題対応の迅速な対

応支援、また業務モニタリングによる不具合発生の予測支援までをご支援いた

します。

海老名開発プロセスナビ

市場に製品を供給する開発プロセスのＱＣＤにおいて、Ｑ品質、Ｃコストも重

要ですが、計画どおりに商品を市場に供給する〝Ｄ〟は特に重要な管理指標で

す。計画どおりに開発プロセス全体が進んでいるのか、どこかで問題が発生し

てはいないかなど、計画は人と組織を有機的に繋ぐ重要な鍵です。開発プロセ

スの進捗を共有し、誰もが関連する組織とその業務進捗を確認し、自らの業務

を進めていく開発プロセスのナビゲーションシステムをご紹介します。

エンジニアリング

イントラマートソリューション

ワークフローソフトウェアとして国内でシェアNo.1の実績をもつintra-mart。

その魅力は、内部統制に強く、柔軟性が高いシステムの共通基盤となりうると

ころにあります。

本ブースでは、システム共通基盤としてのintra-martの考え方とワークフ

ロー・グループウェアの基本機能を、富士ゼロックス「複合機」との連携デモ

ンストレーションとともにご紹介いたします。また、ソリューションの例とし

て、勤怠・経費管理ソリューション（「皆伝！」）と、Notesからintra-mart

への移行ソリューションについてもご紹介いたします。

イントラマート

快適な電子文書環境による業務プロセス最適化ソリューション

『 DocuWorks 』

DocuWorksはお陰様で300万ライセンスを突破しました。単に電子文書化を

促進するだけでなく、業務プロセスの最適化を促進する最新の機能をご紹介し

ます。

業務プロセスモニタリングソリューション

業務の有効性や効率性の確保には、ルールどおりに業務が行われている事をモ

ニタリングする事が重要です。今までのモニタリング方法では、管理のための

情報登録や報告作業が業務担当者の負担となり、形骸化してしまう事が問題で

した。このブースでは、日常行っている作業を自動的にプロセスの抜け盛れ・

進捗として捕らえられる方法についてご紹介いたします。管理のための作業負

荷を最小化することで、持続可能なモニタリングを実現します。

業務プロセス

AS400からの基幹出力 『 UT/400-iPDC 』

UT/400-iPDCは、IBM Power Systems “IBM i”のスプールから表現力のある

美しいグラフィカルなPDFドキュメントを作成する事ができます。スプールで

は、指定できない属性でも専用オーバーレイにより各属性を自由に定義するこ

とが可能です。GUIのデザイン操作により簡単に多種多様な様式の帳票を作成で

きます。電子化からFAX送信まで各製品と連携が可能です。

Print&Scanning

申込方法・問合せ先

1月11日（火） より受付開始!!

下記Webサイトからお申し込みください。

https://www.printer-exp.com/pcgi/0708/

問合せ先

セミナー事務局：sol_event@fujixerox.co.jp

■地下鉄御堂筋線本町駅 C階段3番出口正面

■駐車場のご用意はございませんので、公共交通機関をご利用ください。

【担当営業】

会場のご案内

＜テーマ、講師など一部変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。＞
Ver.2.3



受発注システムと複合機連携の社内導入事例のご紹介

株式会社日立情報システムズ

BPMサービス本部 ITサービスセンタ センタ長

鈴木 新太 氏

閉会17:30

ITによるものづくりの「変革」事例

富士ゼロックスでは海外生産ラインの垂直立ち上げを実現するために、様々なプロセス改革に取り

組んでいます。真の変革を実現するためにはITの導入だけでなく、現場の業務プロセスを変えてい

く必要があります。富士ゼロックス社内におけるプロセス改革の具体的な事例を、デモンストレー

ションを交えてご紹介します。

富士ゼロックス株式会社

生産本部 商品システム生産準備部 生産準備プロセス改革G

村野 浩16:00-16:30 （30min）

15:20-15:50 （30min）

弊社R&D事業所移転に伴う

新たなネットワークインフラ構築事例
～データとコミュニケーションの統合環境実現～

富士ゼロックス情報システム株式会社

16:40-17:10 （30min）

システム共通基盤intra-martのご紹介

ＩＴ投資が絞り込まれている現在は、足元のシステム環境を見直し、今後のグランドデザインを明

確にしていく大きなチャンスといえるのではないでしょうか？実際、個別最適が進んだ結果、ばら

ばらに構築されてきたＩＴ環境を見直し、システム共通基盤の確立を目指そうとするお客様が、近

年着実に増加しています。今回デモブースでもご紹介しているintra-martは、システム共通基盤と

して高い評価を得ており、国内外2,200社を超える導入実績があります。本プレゼンでは、intra-

martを使ってどのようなシステムが実現できるのか、その機能の一端を実際の導入事例と併せてご

紹介いたします。

株式会社ＮＴＴデータイントラマート

関西営業所

所長 森下 哲治 氏14:40-15:10（30min）

13:00-14:30（90min）

ご挨拶

富士ゼロックスが考えるBPM
富士ゼロックス株式会社

ソリューション・サービス営業本部 BPMソリューション営業部

ビジネス推進部 部長 木村信一

ライブオフィスにおける富士ゼロックスの実践取り組み事例

富士ゼロックスは、ライブオフィス「サービスエクスペリエンスアリーナ」で自らの経営課題

に対する取り組みをご紹介しお客様へのお役立ちを行っています。このサービスエクスペリエ

ンスアリーナにおいて実践しているICカード社員証を活用した最新のセキュリティやエコに対

する取り組みをご紹介いたします。

富士ゼロックス株式会社

ソリューション本部 ソリューション技術部

グループ長 山岸 克巳

iPadでのプライベートDaaS徹底活用

仮想デスクトップの導入により、いつでも、どこでも、どんなデバイスからでもセキュリティを確

保しながら、ビジネスに最適化されたデスクトップ環境を利用することが出来ます。プライベート

ＤａａＳの検討・構築に際し考慮すべき点、ワークスタイルの変革に有効なデバイスとして注目さ

れているiPadからWindowsを利用する方法など、実体験に基づいた視点で構築・活用方法を、わ

かりやすくご紹介し ます。

パナソニック電工インフォメーションシステムズ株式会社様

11:10-11:40（30min）

ThinPrint＆Cortardのご紹介

オムロンソフトウェア株式会社

モバイルソリューション事業部 開発部

三沢 周一氏10:30-11:00（30min）

受付開始09:30

プレゼン（定員30名）講演（定員60名）時間

111

121

122

123

125

126

情報漏えい防止のための
効果的なセキュリティ対策

本プレゼンでは、情報漏えいの現状とセキュリティ管理が直面している課題と対

策をご紹介します。具体的に、ある企業のケーススタディを用いて、セキュリ

ティ上の問題点を洗い出し、その対策としてどのような方法が有効か、そして、

具体的な手順と得られる効果について解説します。さらに、弊社が提供するパッ

ケージ製品、ジクサスの機能とサービスについてご案内致します。

株式会社DTS様

Systemwalker Desktopシリーズと

富士ゼロックス/デバイスの連携のご紹介

富士通Systemwalker Desktopシリーズによる環境負荷低減を支援する機能とApeosWare

Management Suiteを組合わせ、IT機器（サーバー/PC/複合機・プリンター）の消費電力量や紙の使用

枚数からCO2排出量を「見える化」し、一元的にモニタリングできるソリューションを紹介します。

富士通株式会社

ソフトウェアビジネスグループ ミドルウェア事業本部

プロジェクト統括部長 山本 昭之氏

iPadでのプライベートDaaS徹底活用

パナソニック電工インフォメーションシステムズ株式会社様

快適な電子文書環境による業務プロセス最適化ソリューション
～新たな連携でさらに業務で使えるDocuWorks/DocuShare～

DocuWorksはお陰様で300万ライセンスを突破しました。DocuWorksは電子文書化を促進するだけで

なく、組織的に上手く活用することで業務プロセスの改善をローコストに実現します。最新の

DoucWorks技術参考出展はじめ、DocuShareとの連携による業務プロセス最適化ソリューションをご

紹介します。

富士ゼロックス株式会社

ソリューション・サービス営業本部 荒井 聡行

経費精算システム統合事例（ 皆伝！ ）

富士ゼロックス経理部では、グループ全体の業務標準化と会計処理の共通化の一

環として、経費精算システムの統合を行っています。実際に会計領域において顕

在化していた課題を踏まえ、プロジェクト発足に至った背景、統合化するシステ

ムとして皆伝を選定した理由、また将来的に目指している姿など、現在進行中の

プロジェクトの検討内容について、実際のプロジェクトリーダーがユーザー目線

でのご説明をさせていただきます。

富士ゼロックス株式会社 経理部 上岡 幸徳

広幅複合機
DocuWideシリーズのご紹介

富士ゼロックス株式会社

商品開発本部 第二商品開発部

ThinPrint＆Cortardのご紹介

オムロンソフトウェア株式会社

モバイルソリューション事業部 開発部

三沢 周一氏

ManagementCoreのご紹介

住友電工システムソリューション㈱が提供するＩＴ資産管理システム【ManagementCore】は、「ソフ

トウェアライセンス管理」はもちろんのこと「ＰＣ操作ログ」など豊富な機能で情報漏洩対策に大きく貢

献致します。またＵＳＢメモリを利用されているお客様にはＵＳＢメモリの「利用制御、データ持出申告、

利用状況把握」の機能により運用管理が可能です。大規模環境の実績豊富な当社製品をご覧下さい。

住友電工システムソリューション株式会社

ソリューション事業本部 ネットワークシステム事業部

事業部長 吉江 信夫

プレゼン（定員30名）

閉会17:30

16:00-16:30 （30min）

15:20-15:50 （30min）

16:40-17:10 （30min）

14:40-15:10（30min）

13:00-14:30（90min）

ご挨拶

富士ゼロックスが考えるBPM

富士ゼロックス株式会社

ソリューション・サービス営業本部 BPMソリューション営業部

ビジネス推進部 部長 木村 信一

Solution BusinessにおけるBPM導入事例の紹介

BPM（ビジネスプロセスマネジメント）は、業務における人間系プロセスとシステムプロセスを一つのビジネ

スプロセスとして管理し、顧客を起点としたEnd to Endでビジネス・パフォーマンスを継続的に改善する管

理手法であります。富士ゼロックス情報システム株式会社（以下FXIS）でSolution Business事業を担当する

BPM事業部は、顧客市場の変化に対応し、案件獲得の機会を確実に捉えることが必要であり、その課題解決の

仕組みとして『引合から受注に至る販売プロセスを管理するBPM(intra-mart BPM)』を導入しました。今回

はFXISで導入したBPMソリューションについて、具体的な操作のデモを交えながら紹介します。

富士ゼロックス情報システム株式会社

ビジネスプロセスマネジメント事業部 ERPソリューション部

崔 宰源（チェ ジェウォン）

11:10-11:40（30min）

10:30-11:00（30min）

受付開始09:30

講演 （定員60名）時間
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